
あ　な　た

①「119番消防です。
　火事ですか？救急ですか？」

この時点で救急車は出動します。
通話は続きますが救急車は向かって
いますのでご安心ください。

この時点で心肺停止と判断。
通話による心肺蘇生法の説明を
開始します。

⑧「呼んでも叩いても動きません。」

⑩「呼吸していません。」

⑫「できません。」

②「救急です。」

今いる場所、住所がわからない時は
近くにある店舗、学校、信号の標識な
どの名前を教えてください。

肩を叩いたり耳元で呼びかけて意識
の確認をおこないます。

呼吸をしていれば胸（お腹）が動いて
いますので確認をおこないます。

救急講習等の受講歴がある方で
もとっさに思い出すのは難しいの
で指示を仰いでください。

落ち着いて耳から携帯電話、
受話器をはずし、スピーカーマークを
押してハンズフリー通話に
切り替えてください。

通報の流れ

電話の音量を調節し音声が聞こえる場所に電話を置き、指令センターの指示に従い救急
車が到着するまで、心肺蘇生法（胸骨圧迫）にご協力下さい。

指令センター

③「救急車が向かう場所、住所、名前
　を教えてください。」

④「○○市△△町◇丁目□□番地
　××（名前、場所）です。」

⑤「どうされましたか？
　（病気？怪我？事故？）」

⑥「布団で寝ている父親が
　動きません。」

⑦「意識はありますか？
　反応はありますか？」

⑨「呼吸はしていますか？
　息をしていますか？」

⑪「すぐに心臓マッサージをしましょ
　う。心肺蘇生法できますか？」

⑬「私が今この電話で教えますので
　今お使いの電話をハンズフリー通
　話、スピーカーフォンにできます　
　か？」

消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
／
防
災
用
品
の
準
備
／

救
急
フ
ェ
ア
の
開
催
／
消
防
め
し
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
／
住
宅
用
火
災
警
報
器
／

第
41
回
千
葉
県
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
／
災
害
発
生
状
況
…
3

消
防
協
力
者
表
彰
／
議
会
議
員
改
選
／
管
理
者
の
交
代
／

特
別
功
労
表
彰
／
救
助
大
会
結
果
／
情
報
公
開
制
度
等
…
…
４

水槽付消防ポンプ自動車を更新

2019.9.1 No.67

119
番
通
報
時
に
、倒
れ
て

い
る
人
の
意
識
と
呼
吸
が

な
い
場
合
、指
令
セ
ン
タ
ー

（
※
1
）か
ら
通
報
者
の
方

へ
心
肺
蘇
生
法（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ（
※
2
））実
施
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、電
話
機
に
備
え

ら
れ
て
い
る
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー

（
ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ
ン
）通
話

の
機
能
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、よ
り
有
効
な

心
肺
蘇
生
法
が
実
施
で
き

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
が
お
持

ち
の
電
話
機
に
こ
の
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー（
ス
ピ
ー

カ
ー
フ
ォ
ン
）通
話
と
は
、

手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
な
い
と

い
う
意
味
で
、受
話
器
や
携

帯
電
話
本
体
を
手
に
持
た

な
く
て
も
通
話
が
で
き
る

状
態
の
こ
と
で
す
。

電
話
を
手
に
持
っ
た
ま

ま
で
心
肺
蘇
生
法
を
実
施

す
る
の
は
困
難
で
す
。通
話

を
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
に
切
り
替

え
る
こ
と
で
、指
令
セ
ン

タ
ー
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
心
肺
蘇
生
法
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、ス

ピ
ー
カ
ー
機
能
に
よ
り
周

り
の
人
に
も
情
報
が
伝
わ

り
、互
い
に
協
力
し
合
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、ど
う
か
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
1 

佐
倉
市
、八
街
市

及
び
酒
々
井
町
か
ら
119
番

通
報
を
す
る
と
、千
葉
市
に

あ
る「
ち
ば
消
防
共
同
指
令

セ
ン
タ
ー
」に
つ
な
が
り
、要

請
を
受
け
た
場
所
に
最
も

近
い
消
防
署
へ
出
動
の
指

示
を
し
ま
す
。

※
2 

現
在
、救
急
講
習

で
は「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
」で

は
な
く「
胸
骨
圧
迫
」と
い

う
用
語
で
指
導
し
て
い
ま

す
。し
か
し「
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
」と
い
う
用
語
は
一
般
的

に
認
識
が
あ
る
の
で
指
令

セ
ン
タ
ー
か
ら「
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
」と
指
示
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー（
ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ
ン
）通
話

八
街
消
防
署
に
新
型
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、最
新
の
機

器
を
備
え
、火
災
現
場
で
よ

り
早
く
放
水
が
行
え
ま
す
。

ま
た
、以
前
の
車
両
と
比

べ
、キ
ャ
ビ
ン
が
ハ
イ
ル
ー
フ

化（
高
さ
1.8
m
）さ
れ
て
お

り
、隊
員
が
車
内
で
空
気
呼

吸
器
な
ど
の
装
備
を
容
易
に

着
装
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

現
場
到
着
後
も
素
早
く
活
動

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
ほ
か
、電
動
ア
シ
ス
ト

機
能
付
き
ホ
ー
ス
カ
ー
、

L
E
D
投
光
器
な
ど
、隊
員

の
活
動
負
担
の
軽
減
及
び
安

全
面
の
向
上
に
繋
が
る
機
器

を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

更
に
、こ
の
車
両
は
緊
急

消
防
援
助
隊
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、日
本
全
国
で
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
被

災
地
へ
派
遣
さ
れ
、消
火
活

動
や
救
助
活
動
を
行
う
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、こ
の
車
両
を
使

用
し
た
訓
練
を
実
施
し
、災

害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　
志
津
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
9
月
23
日
、佐
倉
市

上
志
津
原
で
発
生
し
た
建
物
火

災
に
お
け
る
消
火
協
力
】

　
平
野
産
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
平
野　
拓
男 

様

（
佐
倉
市
上
志
津
原
在
住
）

【
平
成
31
年
1
月
13
日
、佐
倉
市

上
志
津
原
で
発
生
し
た
交
通
事

故
に
お
け
る
救
急
救
護
】

　
杉
山　
勝
己 

様（
写
真
右
）

（
佐
倉
市
井
野
在
住
）

　
髙
野　
博
彦 

様（
写
真
中
央
）

（
四
街
道
市
和
良
比
在
住
）

　
藤
井　
雅
弘 

様（
写
真
左
）

（
佐
倉
市
羽
鳥
在
住
）

令
和
元
年
7
月
9
日

（
火
）、前
消
防
組
合
議
会

議
員
の
越
川
廣
司
氏（
現

酒
々
井
町
議
会
議
員
）に

管
理
者
特
別
功
労
表
彰
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、消
防
組

合
議
会
議
員
と
し
て
8
年

以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、消

防
行
政
の
運
営
に
深
い
理

解
を
示
さ
れ
、消
防
体
制

の
確
立
に
積
極
的
に
寄
与

さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

令
和
元
年
6
月
4
日

（
火
）、千
葉
県
消
防
学
校
防

災
研
修
セ
ン
タ
ー
訓
練
場
に

て
第
44
回
消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
県
内
消
防

本
部
の
救
助
隊
員
が
一
堂
に

集
い
、安
全
性
・
確
実
性
・
迅

速
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、7
種
目
の
訓
練
を

行
い
、競
う
も
の
で
す
。消
防

組
合
か
ら
も
6
種
目
32
名
の

隊
員
が
出
場
し
、日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
、好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

＊
千
葉
県
大
会
入
賞
者
＊

【
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
】

第
2
位

石
塚 

誠
二
・
佐
藤 

文
哉

石
川 

瑛
一
・
中
垣 

雄
太

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
佐
倉
市
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】

櫻
井　
道
明　
議
員

高
木　
大
輔　
議
員

敷
根　
文
裕　
議
員

【
退
任
】

石
渡　
康
郎　
議
員

村
田　
穣
史　
議
員

山
口　
文
明　
議
員

■
酒
々
井
町
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】

川
島　
邦
彦　
議
員

御
園
生　
浩
士　
議
員

【
退
任
】

越
川　
廣
司　
議
員

小
早
稲　
賢
一　
議
員

4
人
1
組
で
、水
平
に
張

ら
れ
た
20
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー

プ
を
渡
り
、対
面
す
る
塔
上

に
進
入
し
、要
救
助
者
を
屋

外
に
救
出
し
た
後
、脱
出
す

る
ま
で
の
安
全
確
実
性
と
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。要
救
助

者
を
隣
の
建
物
等
か
ら
進
入

し
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
訓
練
で
す
。

※
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
第

2
位
の
石
塚
チ
ー
ム
は
、令

和
元
年
7
月
5
日（
金
）に

長
野
県
長
野
市
で
開
催
さ
れ

た
第
48
回
消
防
救
助
技
術
関

東
地
区
指
導
会
に
千
葉
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

【
ほ
ふ
く
救
出
】

第
２
位

髙
野 

渉
・
荻
島 

規
之

樋
口 

大
史

平成30年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

◆情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　火災調査、防火対象物及び救急に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実施機関名

管　理　者

議　　　会

監 査 委 員

合　　　計

請求件数

11

0

0

11

公文書件数

11

0

0

11

全部開示
決 定 内 容 な ど

（件）

2

0

0

2

部分開示

9

0

0

9

不開示

0

0

0

0

不存在

0

0

0

0

取下げ

0

0

0

0

◆個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　救急に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

請求件数

5

公文書件数

5
全部開示

決 定 内 容 な ど
（件）

2
部分開示

3
不開示

0
不存在

0
取下げ

0

第
44
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県
大
会
に
て
救
助
隊
員
大
活
躍
！

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

【
平
成
31
年
2
月
25
日
、佐
倉
市

上
座
で
発
生
し
た
そ
の
他
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

ク
ラ
ー
チ・フ
ァ
ミ
リ
ア
佐
倉
の

皆
様
　
施
設
長　
町
川　
晋
作 

様

【
平
成
31
年
3
月
5
日
、佐
倉
市

井
野
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
救
護
】

佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
職
員
の
皆
様

◆
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
10
月
7
日
、八
街
市

文
違
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
救
護
】

　
坂
西　
正
博 

様（
写
真
右
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

　
大
崎　
孝
志 

様（
写
真
左
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

【
平
成
31
年
1
月
27
日
、八
街
市

八
街
へ
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
人
命
救
助
】

　
小
田
桐 

禮
子 

様

（
八
街
市
八
街
へ
在
住
）

越川前議員（左）と西田管理者（右）

スピーカーフォンの一例

管
理
者
が
変
わ
り

ま
し
た

前
消
防
組
合
議
会

議
員
に
管
理
者
特

別
功
労
表
彰

令
和
元
年
5
月
20
日
付

け
で
消
防
組
合
の
管
理
者

が
蕨
和
雄
氏（
前
佐
倉
市

長
）か
ら
西
田
三
十
五（
佐

倉
市
長
）と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、新
管
理
者
の

も
と
、消
防
行
政
の
更
な
る

発
展
・
充
実
・
強
化
を
目
指

し
ま
す
。

3
人
1
組
で
、1
人
が
空
気

呼
吸
器
を
着
装
し
て
長
さ
8

メ
ー
ト
ル
の
煙
道
内
を
検
索

し
、要
救
助
者
を
屋
外
に
救
出

し
た
後
、2
人
で
安
全
地
点
ま

で
搬
送
し
ま
す
。ビ
ル
や
地
下

街
等
で
煙
に
巻
か
れ
た
人
を
救

出
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

【
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
】

第
４
位　

佐
波 

俊
樹
・
海
後 

和
也

第
５
位

高
森 

康
寿
・
湯
浅 

隼
人

2
人
1
組
で
、登
は
ん
者
が

地
上
高
15
メ
ー
ト
ル
の
到
着
地

点
ま
で
ロ
ー
プ
の
み
で
補
助
者

の
協
力
を
得
て
登
り
、安
全
確

実
性
と
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

2ページの水防訓練のしゃしんの中にいるよ！

表1 表4



自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
！

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
、平
成
29

年
の
九
州
北
部
豪
雨
、平
成
27
年

に
茨
城
県
に
て
鬼
怒
川
の
堤
防

が
決
壊
し
た
関
東・東
北
豪
雨
な

ど
、近
年
、大
規
模
な
風
水
害
が

全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、消
防

組
合
管
内
に
お
い
て
も
平
成
25

年
に
発
生
し
た
台
風
26
号
に
よ

り
広
範
囲
に
及
ぶ
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
対

応
す
る
べ
く
、令
和
元
年
6
月
2

日（
日
）、佐
倉
市
水
防
訓
練
が
行

わ
れ
、佐
倉
消
防
署
に
よ
る
人
命

救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

訓
練
は
、「
川
岸
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
中
に
急
激
な
増
水
に
よ

り
2
名
が
中
州
に
取
り
残
さ
れ
、

1
名
は
川
に
投
げ
出
さ
れ
漂
流

物
に
つ
か
ま
り
救
助
を
求
め
て
い

る
。ま
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
炭
が

下
草
に
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
。」

と
の
想
定
で
行
わ
れ
、救
助
隊
、

梯
子
車
隊
、消
防
隊
、救
急
隊
が

連
携
し
、救
助
活
動
、消
火
活
動

及
び
救
急
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
）

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
水
難

救
助
訓
練
を
始
め
、様
々
な
訓
練

を
日
々
行
い
災
害
に
備
え
て
い
ま

す
が
、大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
を
想
定
し
、家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
で
、避
難
を
は
じ
め
と

し
た
命
を
守
る
行
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
、備
え
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
9
月
1
日
は
防
災

の
日
で
す
。近
年
、国
内
外

問
わ
ず
様
々
な
災
害
が
発

生
し
て
い
る
な
か
、皆
さ
ん

は
避
難
す
る
際
の
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
?

一
般
的
に
は
災
害
が
発

生
し
て
か
ら
救
助
の
手
が

届
く
の
は
3
日
間
程
度
か

か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
、ご
自
宅
で
そ
の
間

生
き
延
び
る
た
め
の
防
災

用
品
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
非
常
に
大
事
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、令
和
元
年
8
月

30
日（
金
）か
ら
9
月
5
日

（
木
）の
間
は
防
災
週
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
地
域
の
防

災
訓
練
の
参
加
や
、ご
自
宅

の
防
災
用
品
を
今
一
度
ご

家
族
全
員
で
見
直
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
４１
回

千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

《
日
時
》

令
和
元
年
11
月
30
日（
土
）

12
時
45
分
開
演

《
場
所
》

船
橋
ア
リ
ー
ナ

（
船
橋
市
習
志
野
台
7-

5-

1
）

☎
０
４
７（
４
６
１
）５
６
１
１

※
入
場
無
料
、全
席
自
由
、

予
約
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

　
◆
　
◆
　
◆

千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、毎
年
、

千
葉
県
内
の
消
防
音
楽
隊

が
一
堂
に
会
し
、各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
合
同
で

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演

奏
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、演
奏
の
合
間
に
は
ゲ

ス
ト
出
演
や
消
防
広
報
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、船
橋
市
に
あ

る
船
橋
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
、消
防
組
合
の
音
楽

隊
は
、八
千
代
市
消
防
音

楽
隊
、成
田
市
消
防
音
楽

隊
と
合
同
で
演
奏
を
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
企
画
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）1
1
7
2

私
た
ち
消
防
職
員
は
、1

当
務
24
時
間
の
う
ち
、15
時

間
30
分
の
勤
務
を
行
っ
て
い

る
た
め
、食
事
も
自
分
た
ち

で
作
っ
て
い
ま
す
。

食
事
を
作
る
担
当
者
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、か
つ

美
味
し
い
食
事
を
摂
れ
る
よ

う
毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、前
回

ご
紹
介
し
た「
ア
ス
リ
ー
ト

丼
」（
ダ
イ
ヤ
ル
119
第
66
号
掲

載
）に
続
き
、数
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
消
防
職
員

に
人
気
が
高
い
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

消
防
め
し

■ 材料 （２人分）
豚バラブロック肉
チンゲン菜
長ネギ
卵

〈アレンジ〉
長ネギ
フライドオニオン・お好み

……500ｇ
………………２本
…………………１本

………………………２個

……………………１本

〈調味料〉
醤油
酒
みりん
砂糖
水

……………………大３
……………………100㏄
……………………大２
……………………大１

……………………２カップ

■ 作り方
①豚バラブロックを食べやすいサイズに切り分ける
②豚肉を表面に焼き色が付くくらい焼く
③水に調味料を入れて柔らかくなるまで煮込む(臭
みを取るため長ネギの青い部分としょうがを一緒
に煮込みます)

④表面に浮いてきた油を適度に取る
⑤温かいご飯に肉を乗せ煮卵、チンゲン菜を盛りつ
け完成!
お好みで白髪ネギ、フライドオニオンを加えるとさ
らにおいしいです。

★角煮丼

毎
年
9
月
9
日
は
救
急

の
日
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、

こ
の
日
を
含
む
1
週
間（
今

年
は
9
月
8
日（
日
）か
ら

9
月
14
日（
土
）ま
で
）を

救
急
医
療
週
間
と
し
て
い

ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、み
な
さ

ん
に
救
急
業
務
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め「
救
急
フ
ェ
ア
」を
開
催
し

ま
す
。日
程
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

〈
日
時
〉

令
和
元
年
9
月
8
日（
日
）

11
時
00
分
か
ら
13
時
00
分

※
雨
天
時
は
内
容
の
一
部
を

店
内
で
実
施
し
ま
す
。

〈
場
所
〉

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ
が

丘（
佐
倉
市
西
ユ
ー
カ
リ
が

丘
6
丁
目
12
番
地
3
）

〈
内
容
〉

①
応
急
手
当
の
実
技
指
導

②
救
急
車
展
示

③
広
報
物
品
の
配
布

④
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト

皆
様
の
参
加
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課

救
急
救
助
係

☎
0
4
3（
4
8
1
）1
2
4
8

「
救
急
フ
ェ
ア
」
開
催

こ
の
運
動
は
、火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災

の
発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト（
3
つ
の
習
慣
・
4

つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る　
3
つ
の
習
慣
】

1
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る　
4
つ
の
対
策
】

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

2
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

4
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
付
場
所

①
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す

維
持
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
新
築
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
か
ら
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。設
置
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、電
池
切
れ
や
本
体
内
部

の
電
子
部
品
の
劣
化
に
よ
り

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、電

池
や
本
体
の
交
換
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率

（
平
成
30
年
６
月
１
日
時
点
）

消
防
組
合
管
内
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
率
※
１
は
74
％

（
全
国
…
81.6
％
、千
葉
県
…

78.6
％
）、条
例
適
合
率
※
２
は
55
％

（
全
国
…
66.5
％
、千
葉
県
…

62.7
％
）と
な
っ
て
お
り
、全
国
や

千
葉
県
と
比
較
し
て
低
い
水
準

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。住
宅
火
災

の
死
亡
原
因
の
約
７
割
が
逃
げ

遅
れ
で
あ
り
、住
宅
火
災
か
ら

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
1
設
置
率
と
は
、住
宅
用
火

災
警
報
器
が
１
箇
所
以
上
設
置

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合

※
2
条
例
適
合
率
と
は
、火
災

予
防
条
例
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分
全

て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

割
合

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」を
玄
関
先
に
貼
り
、安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
防
火

対
策
の
推
進
を
目
的
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
世
帯
に「
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
済
シ
ー
ル
」を
配
付
し

て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
に
は
法

的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、各

ご
家
庭
の
意
思
で
玄
関
先
等
に

貼
っ
て
い
た
だ
く「
安
心
シ
ー
ル

」で
す
。シ
ー
ル
の
配
付
窓
口
は
、

消
防
本
部
予
防
課
、消
防
署
又

は
出
張
所
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
の
配
付
枚
数
は
、１
世

帯
に
１
枚
で
す
。配
付
の
際
に

は
、設
置
状
況
等
の
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
1
階
の
台
所
か
ら
出
火
。2

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、119
番
通

報
し
、避
難
で
き
た
。

●
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。気
づ
い
た
居

住
者
が
、ふ
と
ん
を
風
呂
場
へ

持
っ
て
行
き
、浴
槽
の
水
に

浸
し
、大
事
に
至
ら
な
か
っ

た
。

●
就
寝
中
、掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、布
団
を

焦
が
し
、寝
室
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
鳴
動
。気
づ
い

た
居
住
者
が
、急
い
で
水
を
か

け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、119

番
通
報
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
１１
月
９
日
〜
１５
日
）

ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！ 

で
確
認
　
火
の
用
心

【
統
一
標
語
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

【
火
災
に
早
く
気
づ
き
、命
を

取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た

奏
功
事
例
】

（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

（
1
月
〜
6
月
末
）

平
成
31
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
44
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、そ
の
他
火

災
が
19
件
、建
物
火
災
が
17
件
、

車
両
火
災
が
5
件
、林
野
火
災

が
3
件
で
す
。建
物
火
災
を
出
火

原
因
別
で
み
る
と
一
番
多
い
の

が
、「
た
き
火
」に
よ
り
発
生
し
た

火
災
で
15
件
、次
い
で「
放
火（
放

火
の
疑
い
を
含
む
）が
8
件
と

な
っ
て
お
り
、「
こ
ん
ろ
」の
原
因

に
よ
る
火
災
が
3
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
6
，4
3
8

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
498
件

の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別

に
み
る
と
佐
倉
市
が
4
，1
2
7

件
で
359
件
の
増
加
、八
街
市
が

1
，8
5
0
件
で
130
件
の
増
加
、

酒
々
井
町
が
461
件
で
9
件
の
増

加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
4
，2
3
2
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」924
件
、「
交
通
事
故
」

が
483
件
で
す

救
助
出
動
件
数
は
79
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
6
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
56

件
、八
街
市
が

19
件
、酒
々
井

町
が
4
件
で
す
。

火災発生状況

月別市町救急出場状況

建物 林野 車両 その他
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の
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

防
災
用
品
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自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
！

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
、平
成
29

年
の
九
州
北
部
豪
雨
、平
成
27
年

に
茨
城
県
に
て
鬼
怒
川
の
堤
防

が
決
壊
し
た
関
東・東
北
豪
雨
な

ど
、近
年
、大
規
模
な
風
水
害
が

全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、消
防

組
合
管
内
に
お
い
て
も
平
成
25

年
に
発
生
し
た
台
風
26
号
に
よ

り
広
範
囲
に
及
ぶ
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
対

応
す
る
べ
く
、令
和
元
年
6
月
2

日（
日
）、佐
倉
市
水
防
訓
練
が
行

わ
れ
、佐
倉
消
防
署
に
よ
る
人
命

救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

訓
練
は
、「
川
岸
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
中
に
急
激
な
増
水
に
よ

り
2
名
が
中
州
に
取
り
残
さ
れ
、

1
名
は
川
に
投
げ
出
さ
れ
漂
流

物
に
つ
か
ま
り
救
助
を
求
め
て
い

る
。ま
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
炭
が

下
草
に
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
。」

と
の
想
定
で
行
わ
れ
、救
助
隊
、

梯
子
車
隊
、消
防
隊
、救
急
隊
が

連
携
し
、救
助
活
動
、消
火
活
動

及
び
救
急
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
）

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
水
難

救
助
訓
練
を
始
め
、様
々
な
訓
練

を
日
々
行
い
災
害
に
備
え
て
い
ま

す
が
、大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
を
想
定
し
、家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
で
、避
難
を
は
じ
め
と

し
た
命
を
守
る
行
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
、備
え
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
9
月
1
日
は
防
災

の
日
で
す
。近
年
、国
内
外

問
わ
ず
様
々
な
災
害
が
発

生
し
て
い
る
な
か
、皆
さ
ん

は
避
難
す
る
際
の
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
?

一
般
的
に
は
災
害
が
発

生
し
て
か
ら
救
助
の
手
が

届
く
の
は
3
日
間
程
度
か

か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
、ご
自
宅
で
そ
の
間

生
き
延
び
る
た
め
の
防
災

用
品
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
非
常
に
大
事
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、令
和
元
年
8
月

30
日（
金
）か
ら
9
月
5
日

（
木
）の
間
は
防
災
週
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
地
域
の
防

災
訓
練
の
参
加
や
、ご
自
宅

の
防
災
用
品
を
今
一
度
ご

家
族
全
員
で
見
直
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
４１
回

千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

《
日
時
》

令
和
元
年
11
月
30
日（
土
）

12
時
45
分
開
演

《
場
所
》

船
橋
ア
リ
ー
ナ

（
船
橋
市
習
志
野
台
7-

5-

1
）

☎
０
４
７（
４
６
１
）５
６
１
１

※
入
場
無
料
、全
席
自
由
、

予
約
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

　
◆
　
◆
　
◆

千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、毎
年
、

千
葉
県
内
の
消
防
音
楽
隊

が
一
堂
に
会
し
、各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
合
同
で

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演

奏
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、演
奏
の
合
間
に
は
ゲ

ス
ト
出
演
や
消
防
広
報
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、船
橋
市
に
あ

る
船
橋
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
、消
防
組
合
の
音
楽

隊
は
、八
千
代
市
消
防
音

楽
隊
、成
田
市
消
防
音
楽

隊
と
合
同
で
演
奏
を
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
企
画
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）1
1
7
2

私
た
ち
消
防
職
員
は
、1

当
務
24
時
間
の
う
ち
、15
時

間
30
分
の
勤
務
を
行
っ
て
い

る
た
め
、食
事
も
自
分
た
ち

で
作
っ
て
い
ま
す
。

食
事
を
作
る
担
当
者
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、か
つ

美
味
し
い
食
事
を
摂
れ
る
よ

う
毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、前
回

ご
紹
介
し
た「
ア
ス
リ
ー
ト

丼
」（
ダ
イ
ヤ
ル
119
第
66
号
掲

載
）に
続
き
、数
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
消
防
職
員

に
人
気
が
高
い
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

消
防
め
し

■ 材料 （２人分）
豚バラブロック肉
チンゲン菜
長ネギ
卵

〈アレンジ〉
長ネギ
フライドオニオン・お好み

……500ｇ
………………２本
…………………１本

………………………２個

……………………１本

〈調味料〉
醤油
酒
みりん
砂糖
水

……………………大３
……………………100㏄
……………………大２
……………………大１

……………………２カップ

■ 作り方
①豚バラブロックを食べやすいサイズに切り分ける
②豚肉を表面に焼き色が付くくらい焼く
③水に調味料を入れて柔らかくなるまで煮込む(臭
みを取るため長ネギの青い部分としょうがを一緒
に煮込みます)

④表面に浮いてきた油を適度に取る
⑤温かいご飯に肉を乗せ煮卵、チンゲン菜を盛りつ
け完成!
お好みで白髪ネギ、フライドオニオンを加えるとさ
らにおいしいです。

★角煮丼

毎
年
9
月
9
日
は
救
急

の
日
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、

こ
の
日
を
含
む
1
週
間（
今

年
は
9
月
8
日（
日
）か
ら

9
月
14
日（
土
）ま
で
）を

救
急
医
療
週
間
と
し
て
い

ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、み
な
さ

ん
に
救
急
業
務
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め「
救
急
フ
ェ
ア
」を
開
催
し

ま
す
。日
程
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

〈
日
時
〉

令
和
元
年
9
月
8
日（
日
）

11
時
00
分
か
ら
13
時
00
分

※
雨
天
時
は
内
容
の
一
部
を

店
内
で
実
施
し
ま
す
。

〈
場
所
〉

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ
が

丘（
佐
倉
市
西
ユ
ー
カ
リ
が

丘
6
丁
目
12
番
地
3
）

〈
内
容
〉

①
応
急
手
当
の
実
技
指
導

②
救
急
車
展
示

③
広
報
物
品
の
配
布

④
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト

皆
様
の
参
加
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課

救
急
救
助
係

☎
0
4
3（
4
8
1
）1
2
4
8

「
救
急
フ
ェ
ア
」
開
催

こ
の
運
動
は
、火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災

の
発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト（
3
つ
の
習
慣
・
4

つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る　
3
つ
の
習
慣
】

1
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る　
4
つ
の
対
策
】

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

2
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

4
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
付
場
所

①
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す

維
持
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
新
築
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
か
ら
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。設
置
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、電
池
切
れ
や
本
体
内
部

の
電
子
部
品
の
劣
化
に
よ
り

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、電

池
や
本
体
の
交
換
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率

（
平
成
30
年
６
月
１
日
時
点
）

消
防
組
合
管
内
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
率
※
１
は
74
％

（
全
国
…
81.6
％
、千
葉
県
…

78.6
％
）、条
例
適
合
率
※
２
は
55
％

（
全
国
…
66.5
％
、千
葉
県
…

62.7
％
）と
な
っ
て
お
り
、全
国
や

千
葉
県
と
比
較
し
て
低
い
水
準

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。住
宅
火
災

の
死
亡
原
因
の
約
７
割
が
逃
げ

遅
れ
で
あ
り
、住
宅
火
災
か
ら

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
1
設
置
率
と
は
、住
宅
用
火

災
警
報
器
が
１
箇
所
以
上
設
置

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合

※
2
条
例
適
合
率
と
は
、火
災

予
防
条
例
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分
全

て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

割
合

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」を
玄
関
先
に
貼
り
、安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
防
火

対
策
の
推
進
を
目
的
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
世
帯
に「
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
済
シ
ー
ル
」を
配
付
し

て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
に
は
法

的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、各

ご
家
庭
の
意
思
で
玄
関
先
等
に

貼
っ
て
い
た
だ
く「
安
心
シ
ー
ル

」で
す
。シ
ー
ル
の
配
付
窓
口
は
、

消
防
本
部
予
防
課
、消
防
署
又

は
出
張
所
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
の
配
付
枚
数
は
、１
世

帯
に
１
枚
で
す
。配
付
の
際
に

は
、設
置
状
況
等
の
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
1
階
の
台
所
か
ら
出
火
。2

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、119
番
通

報
し
、避
難
で
き
た
。

●
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。気
づ
い
た
居

住
者
が
、ふ
と
ん
を
風
呂
場
へ

持
っ
て
行
き
、浴
槽
の
水
に

浸
し
、大
事
に
至
ら
な
か
っ

た
。

●
就
寝
中
、掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、布
団
を

焦
が
し
、寝
室
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
鳴
動
。気
づ
い

た
居
住
者
が
、急
い
で
水
を
か

け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、119

番
通
報
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
１１
月
９
日
〜
１５
日
）

ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！ 

で
確
認
　
火
の
用
心

【
統
一
標
語
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

【
火
災
に
早
く
気
づ
き
、命
を

取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た

奏
功
事
例
】

（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

（
1
月
〜
6
月
末
）

平
成
31
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
44
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、そ
の
他
火

災
が
19
件
、建
物
火
災
が
17
件
、

車
両
火
災
が
5
件
、林
野
火
災

が
3
件
で
す
。建
物
火
災
を
出
火

原
因
別
で
み
る
と
一
番
多
い
の

が
、「
た
き
火
」に
よ
り
発
生
し
た

火
災
で
15
件
、次
い
で「
放
火（
放

火
の
疑
い
を
含
む
）が
8
件
と

な
っ
て
お
り
、「
こ
ん
ろ
」の
原
因

に
よ
る
火
災
が
3
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
6
，4
3
8

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
498
件

の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別

に
み
る
と
佐
倉
市
が
4
，1
2
7

件
で
359
件
の
増
加
、八
街
市
が

1
，8
5
0
件
で
130
件
の
増
加
、

酒
々
井
町
が
461
件
で
9
件
の
増

加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
4
，2
3
2
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」924
件
、「
交
通
事
故
」

が
483
件
で
す

救
助
出
動
件
数
は
79
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
6
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
56

件
、八
街
市
が

19
件
、酒
々
井

町
が
4
件
で
す
。

火災発生状況

月別市町救急出場状況

建物 林野 車両 その他

佐倉市 八街市 酒々井町 計
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648
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317

62

1002

1月 2月 3月 4月 5月 6月

の
準
備
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

防
災
用
品

3 2

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

中面 中面



あ　な　た

①「119番消防です。
　火事ですか？救急ですか？」

この時点で救急車は出動します。
通話は続きますが救急車は向かって
いますのでご安心ください。

この時点で心肺停止と判断。
通話による心肺蘇生法の説明を
開始します。

⑧「呼んでも叩いても動きません。」

⑩「呼吸していません。」

⑫「できません。」

②「救急です。」

今いる場所、住所がわからない時は
近くにある店舗、学校、信号の標識な
どの名前を教えてください。

肩を叩いたり耳元で呼びかけて意識
の確認をおこないます。

呼吸をしていれば胸（お腹）が動いて
いますので確認をおこないます。

救急講習等の受講歴がある方で
もとっさに思い出すのは難しいの
で指示を仰いでください。

落ち着いて耳から携帯電話、
受話器をはずし、スピーカーマークを
押してハンズフリー通話に
切り替えてください。

通報の流れ

電話の音量を調節し音声が聞こえる場所に電話を置き、指令センターの指示に従い救急
車が到着するまで、心肺蘇生法（胸骨圧迫）にご協力下さい。

指令センター

③「救急車が向かう場所、住所、名前
　を教えてください。」

④「○○市△△町◇丁目□□番地
　××（名前、場所）です。」

⑤「どうされましたか？
　（病気？怪我？事故？）」

⑥「布団で寝ている父親が
　動きません。」

⑦「意識はありますか？
　反応はありますか？」

⑨「呼吸はしていますか？
　息をしていますか？」

⑪「すぐに心臓マッサージをしましょ
　う。心肺蘇生法できますか？」

⑬「私が今この電話で教えますので
　今お使いの電話をハンズフリー通
　話、スピーカーフォンにできます　
　か？」

消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

自
然
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催
／
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水槽付消防ポンプ自動車を更新

2019.9.1 No.67

119
番
通
報
時
に
、倒
れ
て

い
る
人
の
意
識
と
呼
吸
が

な
い
場
合
、指
令
セ
ン
タ
ー

（
※
1
）か
ら
通
報
者
の
方

へ
心
肺
蘇
生
法（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ（
※
2
））実
施
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、電
話
機
に
備
え

ら
れ
て
い
る
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー

（
ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ
ン
）通
話

の
機
能
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、よ
り
有
効
な

心
肺
蘇
生
法
が
実
施
で
き

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
が
お
持

ち
の
電
話
機
に
こ
の
機
能

が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー（
ス
ピ
ー

カ
ー
フ
ォ
ン
）通
話
と
は
、

手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
な
い
と

い
う
意
味
で
、受
話
器
や
携

帯
電
話
本
体
を
手
に
持
た

な
く
て
も
通
話
が
で
き
る

状
態
の
こ
と
で
す
。

電
話
を
手
に
持
っ
た
ま

ま
で
心
肺
蘇
生
法
を
実
施

す
る
の
は
困
難
で
す
。通
話

を
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
に
切
り
替

え
る
こ
と
で
、指
令
セ
ン

タ
ー
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
心
肺
蘇
生
法
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、ス

ピ
ー
カ
ー
機
能
に
よ
り
周

り
の
人
に
も
情
報
が
伝
わ

り
、互
い
に
協
力
し
合
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、ど
う
か
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
1 

佐
倉
市
、八
街
市

及
び
酒
々
井
町
か
ら
119
番

通
報
を
す
る
と
、千
葉
市
に

あ
る「
ち
ば
消
防
共
同
指
令

セ
ン
タ
ー
」に
つ
な
が
り
、要

請
を
受
け
た
場
所
に
最
も

近
い
消
防
署
へ
出
動
の
指

示
を
し
ま
す
。

※
2 

現
在
、救
急
講
習

で
は「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
」で

は
な
く「
胸
骨
圧
迫
」と
い

う
用
語
で
指
導
し
て
い
ま

す
。し
か
し「
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
」と
い
う
用
語
は
一
般
的

に
認
識
が
あ
る
の
で
指
令

セ
ン
タ
ー
か
ら「
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
」と
指
示
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー（
ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ
ン
）通
話

八
街
消
防
署
に
新
型
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、最
新
の
機

器
を
備
え
、火
災
現
場
で
よ

り
早
く
放
水
が
行
え
ま
す
。

ま
た
、以
前
の
車
両
と
比

べ
、キ
ャ
ビ
ン
が
ハ
イ
ル
ー
フ

化（
高
さ
1.8
m
）さ
れ
て
お

り
、隊
員
が
車
内
で
空
気
呼

吸
器
な
ど
の
装
備
を
容
易
に

着
装
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

現
場
到
着
後
も
素
早
く
活
動

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
ほ
か
、電
動
ア
シ
ス
ト

機
能
付
き
ホ
ー
ス
カ
ー
、

L
E
D
投
光
器
な
ど
、隊
員

の
活
動
負
担
の
軽
減
及
び
安

全
面
の
向
上
に
繋
が
る
機
器

を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

更
に
、こ
の
車
両
は
緊
急

消
防
援
助
隊
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、日
本
全
国
で
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
被

災
地
へ
派
遣
さ
れ
、消
火
活

動
や
救
助
活
動
を
行
う
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、こ
の
車
両
を
使

用
し
た
訓
練
を
実
施
し
、災

害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　
志
津
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
9
月
23
日
、佐
倉
市

上
志
津
原
で
発
生
し
た
建
物
火

災
に
お
け
る
消
火
協
力
】

　
平
野
産
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
平
野　
拓
男 

様

（
佐
倉
市
上
志
津
原
在
住
）

【
平
成
31
年
1
月
13
日
、佐
倉
市

上
志
津
原
で
発
生
し
た
交
通
事

故
に
お
け
る
救
急
救
護
】

　
杉
山　
勝
己 

様（
写
真
右
）

（
佐
倉
市
井
野
在
住
）

　
髙
野　
博
彦 

様（
写
真
中
央
）

（
四
街
道
市
和
良
比
在
住
）

　
藤
井　
雅
弘 

様（
写
真
左
）

（
佐
倉
市
羽
鳥
在
住
）

令
和
元
年
7
月
9
日

（
火
）、前
消
防
組
合
議
会

議
員
の
越
川
廣
司
氏（
現

酒
々
井
町
議
会
議
員
）に

管
理
者
特
別
功
労
表
彰
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、消
防
組

合
議
会
議
員
と
し
て
8
年

以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、消

防
行
政
の
運
営
に
深
い
理

解
を
示
さ
れ
、消
防
体
制

の
確
立
に
積
極
的
に
寄
与

さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

令
和
元
年
6
月
4
日

（
火
）、千
葉
県
消
防
学
校
防

災
研
修
セ
ン
タ
ー
訓
練
場
に

て
第
44
回
消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
県
内
消
防

本
部
の
救
助
隊
員
が
一
堂
に

集
い
、安
全
性
・
確
実
性
・
迅

速
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、7
種
目
の
訓
練
を

行
い
、競
う
も
の
で
す
。消
防

組
合
か
ら
も
6
種
目
32
名
の

隊
員
が
出
場
し
、日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
、好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

＊
千
葉
県
大
会
入
賞
者
＊

【
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
】

第
2
位

石
塚 

誠
二
・
佐
藤 

文
哉

石
川 

瑛
一
・
中
垣 

雄
太

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
佐
倉
市
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】

櫻
井　
道
明　
議
員

高
木　
大
輔　
議
員

敷
根　
文
裕　
議
員

【
退
任
】

石
渡　
康
郎　
議
員

村
田　
穣
史　
議
員

山
口　
文
明　
議
員

■
酒
々
井
町
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】

川
島　
邦
彦　
議
員

御
園
生　
浩
士　
議
員

【
退
任
】

越
川　
廣
司　
議
員

小
早
稲　
賢
一　
議
員

4
人
1
組
で
、水
平
に
張

ら
れ
た
20
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー

プ
を
渡
り
、対
面
す
る
塔
上

に
進
入
し
、要
救
助
者
を
屋

外
に
救
出
し
た
後
、脱
出
す

る
ま
で
の
安
全
確
実
性
と
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。要
救
助

者
を
隣
の
建
物
等
か
ら
進
入

し
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
訓
練
で
す
。

※
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
第

2
位
の
石
塚
チ
ー
ム
は
、令

和
元
年
7
月
5
日（
金
）に

長
野
県
長
野
市
で
開
催
さ
れ

た
第
48
回
消
防
救
助
技
術
関

東
地
区
指
導
会
に
千
葉
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

【
ほ
ふ
く
救
出
】

第
２
位

髙
野 

渉
・
荻
島 

規
之

樋
口 

大
史

平成30年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

◆情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　火災調査、防火対象物及び救急に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実施機関名

管　理　者

議　　　会

監 査 委 員

合　　　計

請求件数

11

0

0

11

公文書件数

11

0

0

11

全部開示
決 定 内 容 な ど

（件）

2

0

0

2

部分開示

9

0

0

9

不開示

0

0

0

0

不存在

0

0

0

0

取下げ

0

0

0

0

◆個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　救急に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

請求件数

5

公文書件数

5
全部開示

決 定 内 容 な ど
（件）

2
部分開示

3
不開示

0
不存在

0
取下げ

0

第
44
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県
大
会
に
て
救
助
隊
員
大
活
躍
！

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

【
平
成
31
年
2
月
25
日
、佐
倉
市

上
座
で
発
生
し
た
そ
の
他
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

ク
ラ
ー
チ・フ
ァ
ミ
リ
ア
佐
倉
の

皆
様
　
施
設
長　
町
川　
晋
作 

様

【
平
成
31
年
3
月
5
日
、佐
倉
市

井
野
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
救
護
】

佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
職
員
の
皆
様

◆
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
30
年
10
月
7
日
、八
街
市

文
違
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
救
護
】

　
坂
西　
正
博 

様（
写
真
右
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

　
大
崎　
孝
志 

様（
写
真
左
）

（
八
街
市
文
違
在
住
）

【
平
成
31
年
1
月
27
日
、八
街
市

八
街
へ
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
人
命
救
助
】

　
小
田
桐 
禮
子 

様

（
八
街
市
八
街
へ
在
住
）

越川前議員（左）と西田管理者（右）

スピーカーフォンの一例

管
理
者
が
変
わ
り

ま
し
た

前
消
防
組
合
議
会

議
員
に
管
理
者
特

別
功
労
表
彰

令
和
元
年
5
月
20
日
付

け
で
消
防
組
合
の
管
理
者

が
蕨
和
雄
氏（
前
佐
倉
市

長
）か
ら
西
田
三
十
五（
佐

倉
市
長
）と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、新
管
理
者
の

も
と
、消
防
行
政
の
更
な
る

発
展
・
充
実
・
強
化
を
目
指

し
ま
す
。

3
人
1
組
で
、1
人
が
空
気

呼
吸
器
を
着
装
し
て
長
さ
8

メ
ー
ト
ル
の
煙
道
内
を
検
索

し
、要
救
助
者
を
屋
外
に
救
出

し
た
後
、2
人
で
安
全
地
点
ま

で
搬
送
し
ま
す
。ビ
ル
や
地
下

街
等
で
煙
に
巻
か
れ
た
人
を
救

出
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

【
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
】

第
４
位　

佐
波 

俊
樹
・
海
後 

和
也

第
５
位

高
森 

康
寿
・
湯
浅 

隼
人

2
人
1
組
で
、登
は
ん
者
が

地
上
高
15
メ
ー
ト
ル
の
到
着
地

点
ま
で
ロ
ー
プ
の
み
で
補
助
者

の
協
力
を
得
て
登
り
、安
全
確

実
性
と
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

2ページの水防訓練のしゃしんの中にいるよ！

表1 表4


